
第６期恵庭市総合計画 将来都市像（案） 
 

 

案①：緑・水・花咲く 笑顔つながるまち えにわ 

      ゆたかな自然（緑・水・花）・人々のあたたかい交流（笑顔つながる）。特に
花については市民の手で大切に育てられる恵庭の象徴。第４期・第５期から
のつながりも意識した。 

 

案②：誇り咲く 暮らし彩る ガーデンシティえにわ 

    自分らしさ、恵庭市らしさを咲かせ、日常生活（暮らし）・文化によって多  
様な魅力と活気に満ち溢れているまちになってほしい。 

 

案③：笑顔つながり 花広がる ちょうどいいまち えにわ 

第４期から第５期総合計画において、ひとがふれあいつながっていくなか
で、これからも人や笑顔のつながりが広がり、恵庭の良さである「花のまち」
と「ちょうどいい田舎感」が 10 年後にもあり続けるとともに、市民がみな
同じ思いであってほしいという願いを込めた。 

 

案④：暮らしと笑顔 あたたかく想いつながる ガーデンシティえにわ 

       恵庭に暮らす人々にとって、10 年後の恵庭があたたかく笑顔つながる花の
まちであり続けるとともに、市民がみな同じ思いであってほしいという願い
を込めた。 

  



【参考】これまでの将来都市像 

 

 


